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・スライドで

を説明

・模型で

を説明

・

について



10

・ 、 から

につい

て説明し、

・ から、旧林愛作邸の現位

置保存を前提とした

につ

いて説明し、
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・ から、

について説明し、
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・ から、第３回で示

した

について説明

・ から

や

に対する を説明

・世田谷区、所有者からの説

明をふまえ、
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※幅員は６ｍ程度

日常生活の利便性・安全性・
防災性の向上

行き止まり道路の解消
日常生活の利便性・安全性・
防災性の向上

敷地内に、主に歩行者用の旧
林愛作邸を訪れる人の動線と
しても利用できる通路の配置
（緊急車両の通行のみ許容で
きるよう検討）
※幅員は６ｍ程度

安全で快適な歩行者空間の
形成

旧林愛作邸と（仮称）集合住
宅地区との緩衝帯の配置

駒沢公園や駒沢一丁目公園と
連続した位置への「みどりの
空間」の配置

日常的に旧林愛作邸を眺めら
れる連続した位置への「みど
りの空間」の配置
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※１…旧林愛作邸現位置保存にかかる部
分は対応を検討中

※２…Ｌは、各部分から敷地境界線まで
の各方位別の水平距離

※３…上位計画の改定に伴う変更がある
場合は変更後の面積 19
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これまでに示してきた世田谷区の考え方

（平成２７年１０月策定）
世田谷区が

策定・決定

した考え方

（令和６年８月決定）

（令和７年２月決定）

意見交換会

でお示しし

た考え方
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5151

これまでに示してきた世田谷区の考え方

（平成２７年１０月策定）
世田谷区が

策定・決定

した考え方

（令和６年８月決定）

（令和７年２月決定）

意見交換会

でお示しし

た考え方
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